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戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

令
和
二
年
四
月
一
日
を
基
準
日
と
す
る
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
（
第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
）
が
、
請
求
か

ら
支
給
ま
で
総
じ
て
一
年
以
上
要
し
て
お
り
、
一
部
の
遺
族
か
ら
「
意
図
的
に
遅
ら
せ
て
高
齢
の
私
た
ち
が
死
ぬ
の
を
待
っ
て

い
る
の
で
は
」
と
の
疑
問
の
声
さ
え
上
が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
北
海
道
札
幌
市
在
住
の
戦
没
者
遺
児
の
男
性
は
、
新
聞
で
特
別

弔
慰
金
の
存
在
を
知
り
、
戸
籍
抄
本
を
取
り
寄
せ
た
う
え
で
、
令
和
二
年
十
一
月
六
日
に
札
幌
市
役
所
で
請
求
を
行
っ
た
。
書

類
に
不
備
は
な
く
、
当
日
受
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
音
沙
汰
が
な
い
の
で
、
半
年
以
上
経
過
し
た
本
年
夏
に
亡
父
の
本
籍
地

で
あ
る
愛
知
県
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
「
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
」
と
告
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
本
年
十
一
月
に
再
度
愛

知
県
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、
「
ま
だ
時
間
が
か
か
る
。
来
年
に
な
る
」
と
告
げ
ら
れ
た
。
受
給
資
格
は
戸
籍
で
一
目
瞭
然
で
あ

る
た
め
、
男
性
は
一
年
以
上
も
待
た
さ
れ
る
こ
と
に
呆
れ
返
り
、
行
政
へ
の
強
い
不
信
感
を
募
ら
せ
て
い
る
。
「
今
日
の
日
本

の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
」
と
い
う
特

別
弔
慰
金
の
目
的
は
、
異
常
と
も
い
え
る
遅
延
の
た
め
遺
族
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。 

 

こ
の
よ
う
な
遅
延
は
、
戦
後
日
本
で
た
い
へ
ん
な
苦
労
を
さ
れ
て
き
た
戦
没
者
遺
児
に
対
し
て
礼
を
欠
い
て
い
る
。
多
く
の

遺
児
は
、
経
済
的
に
窮
し
た
母
子
家
庭
で
育
っ
た
。
進
学
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
遺
児
は
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
就
職
や
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結
婚
に
お
い
て
、
不
当
な
差
別
の
た
め
多
く
の
困
難
に
直
面
し
て
い
る
。 

 

戦
没
者
の
遺
骨
収
集
は
長
い
間
不
十
分
な
も
の
だ
っ
た
。
前
述
の
札
幌
市
の
男
性
は
、
亡
父
も
、
ま
た
同
じ
く
戦
死
し
た
叔

父
の
遺
骨
も
戻
っ
て
き
て
い
な
い
。 

 

そ
し
て
、
遺
児
に
と
っ
て
靖
国
神
社
は
亡
父
を
祀
っ
た
心
の
拠
り
所
で
あ
る
が
、
近
隣
諸
国
に
よ
る
不
当
な
内
政
干
渉
の
あ

と
、
内
閣
総
理
大
臣
が
公
式
参
拝
を
見
送
る
よ
う
に
な
っ
た
。
亡
父
や
遺
族
が
国
家
の
安
寧
の
た
め
に
払
っ
た
多
大
の
犠
牲
を

否
定
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
、
心
に
大
き
な
傷
を
負
っ
た
遺
児
は
少
な
く
な
い
。 

 

諸
外
国
で
戦
没
者
遺
児
は
、
国
家
の
た
め
に
一
命
を
捧
げ
た
英
雄
の
遺
児
と
し
て
扱
わ
れ
、
給
付
型
奨
学
金
な
ど
の
制
度
が

用
意
さ
れ
て
い
る
が
、
我
が
国
で
は
大
き
く
事
情
が
異
な
っ
た
。 

 

右
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

特
別
弔
慰
金
の
支
給
ま
で
総
じ
て
一
年
以
上
か
か
っ
て
い
る
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

戦
後
七
十
周
年
の
特
別
弔
慰
金
（
第
十
回
特
別
弔
慰
金
）
に
関
し
て
「
特
別
弔
慰
金
請
求
書
を
提
出
し
て
一
年
近
く
経
過

し
た
が
、
何
も
連
絡
が
な
い
」
等
の
苦
情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
総
務
省
行
政
評
価
局
長
か
ら
厚
生
労
働
省
社

会
・
援
護
局
長
に
対
し
て
平
成
二
十
九
年
一
月
十
三
日
、
行
政
苦
情
救
済
推
進
会
議
の
意
見
を
踏
ま
え
た
支
給
手
続
の
改
善
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に
関
す
る
あ
っ
せ
ん
が
行
わ
れ
た
（
総
評
相
第
一
号
）
。
あ
っ
せ
ん
に
も
関
わ
ら
ず
、
迅
速
処
理
に
つ
な
が
る
改
善
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

特
別
弔
慰
金
の
支
給
を
正
常
化
す
る
た
め
、
政
府
は
対
策
を
講
じ
る
か
。
講
じ
る
と
す
る
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
る
か
。 

四 

戦
没
者
遺
族
へ
の
援
護
に
関
す
る
政
府
の
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


